
学校ビオトープ「いのちのタイムカプセル」 2015.3.2 完成

ヤゴの抜け殻 産卵中のクロスジギンヤンマ キチョウとイチモンジセセリ ツマグロヒョウモンの幼虫 カブトエビ

武庫庄小学校の校庭は、かたくて、かわいているので草地が少なく、虫や小動物がすむのに

向いていません。そこで、もっと生き物がすみやすい土地にして、生き物がいっぱいの学校、子ど

もたちが自然や生き物とふれあえる学校にしようと、創立４０周年をきっかけとして学校ビオトー

プづくりがスタートしました。

はじめに作ったひょうたん型の池につづいて、小川、橋、小道、けいじ板ができ、池と小川の間

をポンプによって水がまわっています。

池には、すでにギンヤンマなどのトンボがたまごをうみに来ています。ヤゴや飛んできた水生

昆虫のほかにも、田んぼの土にまじっていたカブトエビも見られます。

ビオトープには、もともとあったその土地の自然に近いようすにもどし、守るという役わりもあり

ます。まず、今まで校庭にはなかった野草を近くの田んぼからうつしましたが、他にも外来種（外

国からきた生き物）ではない、この土地に昔からある野草もふやしたいなと思っています。

ビオトープは自然な形で生き物が自分で生きていく場所です。エサをやって生き物を飼う場所

ではありません。ですから、◎生き物が来るのを待つ。◎もし入れるとしてもメダカなど昔から日

本にいる生き物。◎特にカダヤシ、アメリカザリガニ、ミシシッピーアカミミガメ（ミドリガメ）、ホテイ

アオイなどは外国から来た生き物なので、入れないというのがルールです。

ですから、ビオトープには、石やゴミはもちろん、生き物でも、かってに入れないでください。も

し、昔からこの土地にいる生き物をいれたいときは、まず、先生にそうだんしてくださいね。

こんなビオトープが学校にあったらいいなという子どもたちの夢やアイデアが、みんなの力で実現しました。

池、魚のかくれが、小川、湿地帯、草地、巣箱、そして橋や小道、すてきなけいじ板もできました。
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